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Ⅶ -5｡最近の金属液体論に対するコメント

日本原子力研究所 - 古 川 和 男

液 体はやは b最 も古 くしか も依然新 しいテーマである｡ 再確認お よび論点明

示の ためのコメン トをさせ ていただ きたいo

〔Ⅰ〕.(1) 液俸給は特異 な体質 をもってし､る｡くりここでは何一つ定説 なるも

の は ないのであるから,特 に本質 となるみ子輪的液体構造 につ いてどの ような

モデルを前提 としているか明示 LPつ諭嶺 を展開 してゆかない と, ｢液体｣そ

っちのけの ｢便宜的｣､な論議 となって し壇 う.少 しでも理論的考察を試みるか

ぎ D , 物性の一部を介 して常に汲鉢の ｢動的構造｣にせ せろ うとしている必要

が あ るo

(2) 原 子対 ポテンシャ ル(¢つ と して比ooyerの提案 の外に ,省 くFurth

(1944)(2)が提案 した次の もの も単純で あるだけ発展性があるのではなか
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最近の金属液体論に対するコメン ト

争ニーar~ m + b r~n m < n

D/r*-(m/n)1/(h叫

E 斗 r*

I.D一 書l
I
Ifll.
I
It
II

V.d.Ⅳaals 液体 ではm-6,n-12で近似 で きるから相応状態の原理

が成立す る｡･金属 では アルカ リ金属 でm-2,n-4,Feでm-4,n〒7

などとな b物質毎に異 るO 〔これが金属 ･∴灘 金属の差 寧筆 むこと年 ･すでに論

じたo(5)〕 した･が らて相応状態の原理 が使 えず複雑 にな?て しま う○何かもっ

と見通 しの よい方法は ない もの であろ うか ?(5)(4)の難問が残 ってい るのである

からo

(5) Prof.Bermal(4)は ｢液相 では温度が変 るにつれて相転移がお きてい

る｣ とい う重要な認識の必要性 を強調 しておられ る｡ 即 ち最近鍍配位数(Zは 一

般 に温度 と共に変化 するが.これ法輪造の決定的変化 を意味す 句 o したがって

簡単 な理論 で温度変化 が説明できる筈の もので夜ho 〔しか し体積一定 (この

ときはZ幸 const)の 下での諸物性 は単純性を示 して くる｡ 例 えば融点直上の

自己拡散 ,魔 性等 に関す る無次元量 は単純琴 体で広 く物質に よらなくなるよ1)(5ら

(4) _V･d･私als 液件 でも6)の問題 はあるが,中 は Zによらない と近

似 で きる. しかし金属液 体では本質的に異 る｡-Zが小 さ くなれば有効 ¢ば大 き

くなD,最近援距錐は短 かくなるo(5)金属の融解時捧蹟変化 が小 さいのは この

為 であろ う｡(5)これ も忘れてなら＼ない問題点である｡

(5) 単純 でない金属液 体では,電子軌道申混成が行 われ ,方向性の ある分 一

子間力が一部に作用 してい るo それを ｢clusterin畠｣な どといっているが こ

の よ うな ものが混在 してい る動的 在韓造 を定量的に表 現する方法が準備 されつ
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っ あ るであろ うか ?

〔狂〕lこの よ うに問題 が多 いが ･アルカ 7)金轡 につV'ては NASA関係 で広大

な デ ー タが えられたの で.その解析 に役立つ理絵 を作 って捜 しho そ~こでは固

相液 相問の臨 界現象 も険討 して偲 しい｡小生の メモ(5)も参考 としていただけれ

ば 率 いである｡

〔温〕 二元 系金属液 棒の韓造(1)は二層大変 であるが ,Electronegativity

が金属結 合 で ど う変 るか再検討 す るの もーつの苧掛 9となろ う｡(1)(6)な お .

ィォ ン性 の強 い場 合 に対 しては ,イオン性液 体構造 の考察(7)が役に立つ 面 もあ

るであろ うo
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